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〔内 容 抄 録〕

神経機能に直接関係を有する アセチールコリン (4

Ch)代謝に重要な意義を有するコリンエステラーゼ

(ChE),特に脂質 CbEの活性分布が年令的にどの

ような差異を有するかを明らかにするため,幼若動物

一家兎においてほ生下時,生後2週,生後4遇,生後

8週,ラッテでは生後 1遇,生後3遇,生後11遇のも

のと家兎の成熟例について Koelle& Friedenwald

変法にて全 CllE,Koelle改良法にて特異的 ChEを

検索し次のような結果を得た｡

1) 脳の各部により幼若期の活性状態は異なってい

る｡

2) 大脳皮質部では生下時やや ChE活性の増大傾

向を示し,生後2-3遇のときの活性は増大を認め,

生後4週以後の活性ははば成熟例と同程度である｡

3) 尾状核部の活性は生下時やや減少傾向を認め,

生後2過でも減少を示し,生後3-4遇で増 大 を示

し,家兎では生後 8週にてまた減少傾向を,ラッテで

は生後11週で著るしい増大を認める｡

4) 中脳部は家兎でははば尾状核部と同様の所見を

呈したが,ラッテでは生後11週の活性度は尾状核部の

ような増大を示さず生後3遇と同程度である｡

5) 小脳部では家兎で生後4週,生後8週に軽度の

減少傾向を認めたが,幼若期を通じほほ同程度の活性

を示ウ O

6) 全 CbE と特異的 CbE を比較すると生後3

週目に大脳皮質における特異的 ChE の増大が著 る

しい｡

1 緒 言

Adrianl),Nachmansohnら2)3)の研究によっ

て,Acetylcholine(ACh)は Daleのいわゆ

る Choline性神経の 興奮伝導物質であるのみ

ならず,広 くSynapseの伝導にあずか り,棉

経線維 の興奮伝導にもAChが重要 な意義 を有

することが明 らかに された4)5)6)｡

従 って A Chは自律神経のみならず 広 く運

動,知覚神経にも重要な役割 りを果 してお り,

ACh代謝はあらゆ る神経機能 と直接関係があ

るもの と考えられ る｡

脳質 ChE活性分布の年･令的差異を明 らかに

す るため,次のような実験を行ったので ここに

報告す る｡

2 実験方法

1) 家兎

生下時,生後 2週,生後 4週,生後 8週をえ

らび, これ と体重 2.5kg前後の家兎を成熟例 と

して使用 した｡ これ らの動物をエ-テル屠殺叉

は空気静注にて致死せ しめ直 ちに脳を摘 出して

Koelle&Friedenwald 変法により仝 ChE

を検索 した｡

2) ラッテ

生後 1週,生後 3週,生後11週のラッテを使

用 し, これ らをエーテル屠殺叉は失血致死せ し

めて直 ちに脳を摘 出し, Koelle改良法 により

仝 ChE お よび特異日勺ChE を検索 した｡

3 実験成績

1) 家兎の仝 ChE(第 1表)

i)大脳皮質部

成熟家兎の特異的 ChE検索結果は第 1篇 8)

に述べたが,全 ChE活性分布状態 もほぼ同様

である｡ すなわち弱拡大顕微鏡所見 としてやや

弱い ChE の分布にまざって強い ChEを原形

質にもった神経細胞の散在が認め られ,強拡大

顕微鏡所見では ChE分布は比 較的にまばらで

神経細胞に相当す る部分に ChE活性の強い所
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第 1表 家兎における 全 CbE
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兄をみる｡ 幼君動物においては,生下時には軽

度の活性増大を認め,肉眼的に皮質,髄質の区

別がつ く｡生後 2週の時期には区別は一層明ら

かとなり,皮質の各層の神経細胞に硫化銅反応

を認める｡生後 4週,生後 8週のものは成熟家

兎 と同様で皮質,髄質の区別が辛 うじて出来得

る程度であった｡

ii)尾状核部

成熟豪兎についての仝ChE活性分布状態 も

第 1第に述べた特異的 ChEとはぼ同様なもの

であって,ChE濃度は非常に高 く,囲間の白

質部 と強い対照を示し,顕微鏡拡大所見で,棉

経細胞外の部分にもChEの分布を認めるが幼

君動物の分布状態 も同様である｡活性状態につ

いては生下時ではほとんど差はないが成熟家兎

に比べると幾分活性の減少を認め,生後 2週の

時期のものは個体差が著るしく成熟家兎以上の

活性を認めるものもあった｡生後 4週は全 く成

熟例 と同程度の ChE活性状態を示し弱拡大顕

微鏡所見で強い ChE分布を示す細抱を認め,

血管内皮細胞, 神経線維にも弱い ChE分布

を認めた｡生後 8週は生下時 と同様の活性状態

で幾分王威少傾向を思わせた｡

iii)小脳皮質部

この部における活性状態は生下時,生後 2週

の両時期において成熟家兎 と同程度を示し,肉

眼的に分布の少い外層 と分布の強い内層を区別

し得,弱拡大顕微鏡所見で神経細胞層にかなり
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の ChE活性分布を認める｡生後 4週,生後 8

週の両期では活性減少傾向を認めるが,内外屑

の区別はできる｡

iv)中脳

この部のChE活性分布はその存在する神経

核に依存するもので,そのはかの中心灰白質部

などでは神経細胞でさえ ChE分布は少いし,

白質部にいたってはほとんど活性分布を認めな

い くらい弱 く,幼君動物においても分布状態は

同様で,しかも諸神経核の活性状態は生下韓,

生後 2週,生後 4週,生後 8週のいずれも尾状

核部 と同様の活性度を示した｡

2) ラヅテ の仝 ChE およびと拝具的 ChE

(第 2表)仝 ChE

第 2表 ラッテの全 ChEおよび特異的 ChE
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i)大脳皮質部

活性分布状態は第1篇において述べた成熟例

と同様な分布状態を示していたが,
活性度では

生後1週の活性は比較的弱く肉眼的に皮質,
髄

質の区別が辛うじてし得る程度である｡

生後3週では活性増大を認め特に皮質部に強

い硫化銅反応を皇していた｡
生後11週の所見は

はば生後1週と同程度であ っ
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同を示していた｡

ii)尾状核部

この部の活性分布は一･股には極めて大である

が,幼君動物では非常に弱 く,生後 1週では肉

眼的にその活性存在を認めない｡弱拡大所見で

はじめて ChE活性を示す細胞を認める程度で

ある｡生後 3週においてはかなりの活性を認め

る｡生後11週のものは東に活性の増大を認め神

経線維にまで活性分布をみるようになり成熟例

と等 しい状態であった｡

iii)中脳

この部の活性も生後 1週では極めて弱 く減少

傾向を認め,生後 3週のものにはかなりの活性

を示すものもあって活性度は尾状核部に似た動

態を示した｡しかし生後11週のものでは生後 3

週 とはば同程度であった｡

iv)小脳

この部の活性態度は生後 1週,生後 3週,坐

後11週のいずれもほとんど同程度であるが,成

熟例に比べると僅かに減少傾向を示している所

見であった｡

特異的 ChE

i)大脳皮質

活性分布状態は仝 ChEとほぼ同様であるが

,生後 3週の活性増大は:全ChEに比してその

程度が大であり,生後 1週,生後11週のものに

対 して僅かに多い くらいであった｡

ii)尾状核部

この部の活性は仝 ChEと全 く同一の様相を

示し,大脳皮質におけるがごとき活性増大度の

差 も認められなかった｡

iii)中脳

この部の活性状態 も仝 ChE と同一の所見

で,生後 1過で減少,生後 3週,生後11過のも

のは同程度の活性を認めた｡

iv)小脳

この部 もほぼ仝ChEと同様の所見を示し,

金紋に幾分弱いものがあった｡

4 総括および考按

酵素系 と年令 との関係については,その活性

は胎児又は生後早期に増大傾向を示し,成熟期

の始め頃に最大になり成熟したものではやや減
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少するといわれており,脳もその例外でな く,

ChE の活性も同様な関係があると報告されて

いる9)｡窪田10)は 成熟 及び幼君家兎の 二群を

Urethane,Luminalで麻酔した際の血清 Ch

E値をみた結果,幼若衆兎では著変なく,成熟

家兎で抑制 されるという成績からChE量に年

令的差異のあることを指摘 している｡ 脳の活性

の年令的差異については,Metzler& Humm

はラッテについて検 した結果,生後26日で最大

活性値に達 したと報告し11)Himwich&Apr-
isonは豪兎の延髄, 大脳皮質, 尾状核の活性

値を験 し,延髄は15ケ月,尾状核,大脳皮質は

18カ月で 最大活性値に 適 した12)と報告 してい

るC その他,辛,ラッチ,モルモッ ト,.̂の出

産前後の活性値を検 したとの報告13)もあるし,

Elks&Todrickはラッチ脳について8つの部

分に分けて定量 し,各部によって最大活性値に

達する時期が異 ることを報告 している14)｡ 又,

北川15)は同腹の犬およびその母犬を使用して脳

の活性値を検 し神経機能の発達について考察し

ている｡以上の実験はいずれも定量化学的なも

のであり,Elks& Todrick,北川 甲実験を除

いては全脳についての検索結果であって絶対値

によって論 じているため,各期相互の活性状態

を比較することは出来ない｡ しかして北川はg.

当 りの ChE消長は脳重量 とは別個に増加する

と報告 している.私の家兎およびラッチについ

ての脳 ChE活性の組織化学的検索の結果,脂

各部はそれぞれ異った活性度を示し,その増大

,減少も部によって異なっているように見受け

られたが,動物による個体差 も考えられ,尾状

核,中脳等の重要な中枢において,豪兎では生

下時に既に大きな活性を京しているに対 し̀,ラ

ッチでは生後 1週でもその活性が弱かったのは

興味がある｡

大脳皮 質に 関しては,家兎,ラッチ の 両者

紘,生後 2週,生後 3週,生後 4週 の 時期に

ChEの活性が著 るしく増大傾向を示し,新陳

代謝 との関係から,この期の発育,運動の様相

が推察できる｡これに対 して平衡,運動の協調

を司どる小脳が殆んど差異･をみないのは,小脳

の関与を必要 とする様な複雑な連動が遅れて発



昭34.8

育 することに関係があるのではないか と思われ

た ｡

なお痘撃 と 活性の 増減 との 関係を 考えると

き,生後 2週から4週の間の ChE増大所見は

一種の疫撃準備状態を意味 し幼君動物の易痘撃

性 との関係を思わしめるものがあり,更にINH

の中毒症状 との関係では INH 慢性中毒および

急性中毒でも致死量以下の投与では ChE活性

の減少を認めたことより,幼君動物の生後 2-

4週の ChE活性増大の時期には比較的 大量の

INH を与えても 中毒症状の 発現は軽度なので

は ないかと思われ る｡

最後に生後 3週の大脳皮質のChE活性状態

が全 ChEと特異的 ChEとでその増大度が異

なり,いずれ も増 大を示すが,生後 1週 と比べ

ての増大蛙の点では却ってと特異的 ChEの方が

大でこれほど特異的 ChE以外のChEおそらく

非∠特異的 ChEの活性状態が関係するものと思

われ,非と侍異的 ChEが脳血管の透過性 と関連

を有すること16)17)1日)より, この時期の血管透過

性の異常をも考えさせられ る｡

5 結 論

家兎およびラヅテの幼君動物についてその脳

質 ChEを組織化学的に検索 して次の知見を得

た ｡

1) 脳の各部により幼君期の活性状態は異な

っている｡

2) 大脳皮質部では生下請寺やや ChE活性の

増 大傾向を示し,生後 2-3週のときの活性は

増 大を認め,生後 4過以後の活性ははば成熟例

と同程度である｡

3) 尾状核部の活性は生下蒔やや減少傾向を

認 め,生後 2週でも減少を示 し,生後 3-4週

で増 大を示し,家兎では生後 8週にてまた減少

傾向を,ラッチでは生後11週で著 るしい増 大を

認める｡

4) 中脳部は家兎ではほぼ尾状核部 と同様の

所見を呈 したが, ラッ テでは生後11週の活性度

は尾状核部のような増 大を示 さず生後 3週 と同

程度である｡

5) 小脳部では家鬼で生後 4週,生後 8過に
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軽度の減少傾向を認めたが,幼君期を通 じほぼ

同程度の活性を示す｡

6) 仝CbEと特異的 ChEを比較すると生

後 3週 目に大脳皮質における特輿的 ChEの増

大が著 るしい｡

稿を終るにのぞみ,御指導と御校閲を噴いた恩師佐

川教授に深謝する｡また御指導御援助を頂いた京都逓

信病院宮野博士をはじめ研究所諸先生に深い感謝の意

を表する｡
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